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(57)【要約】
【課題】  ２Ｄ超音波画像を得る方法及びシステムを提
供する。
【解決手段】  本方法は、物体の一部の体積領域（１
６）から超音波情報を受け取るステップと、レンダリン
グ・ボックス（３０）を処理するために前記体積領域か
らの超音波情報をボリューム走査変換するステップと、
ボリューム・レンダリング手法を用いて２Ｄスライス上
にレンダリング・ボックス（３０）を投影するためにレ
ンダリング・ボックスをボリューム・レンダリングする
ステップとを有する。本システムは、物体の一部の体積
領域（１６）から超音波情報を受け取る超音波トランス
デューサと、前記体積領域から得られたレンダリング・
ボックス（３０）を処理するボリューム走査変換器（４
２）と、コントラスト増強のためにボリューム・レンダ
リング手法を用いて２Ｄスライス上にレンダリング・ボ
ックス（３０）を投影するボリューム・レンダリング処
理装置（４６）とを有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  コントラスト増強した２Ｄ画像を生成す
るための医学診断用超音波システムであって、
物体の一部の体積領域（１６）から超音波情報を受け取
る超音波トランスデューサと、
前記体積領域（１６）からの受け取った超音波情報から
形成される隣接する画像線又は平面を記憶するメモリ
（２０）と、
前記隣接する画像線又は平面の一部分にオーバーラップ
するレンダリング・ボックス（３０）の厚さ（３２）を
定義するレンダリング・ボックス制御モジュール（４
０）と、
前記レンダリング・ボックス（３０）内の画像線又は平
面の部分を組み合わせて、コントラストを増強するボリ
ューム・レンダリング手法に基づいて２Ｄ画像上に投影
するボリューム・レンダリング処理装置（４６）と、を
有する医学診断用超音波システム。
【請求項２】  超音波情報を受け取る前記超音波トラン
スデューサは３Ｄトランスデューサである、請求項１記
載のシステム。
【請求項３】  超音波情報を受け取る前記超音波トラン
スデューサは２Ｄマトリクス・アレイである、請求項１
記載のシステム。
【請求項４】  更に、ボクセル・データを導き出すため
に近隣の超音波情報の位置を算出するボクセル相関手法
に基づいて前記画像線又は平面を作成するボリューム走
査変換器（４２）を含んでいる請求項１記載のシステ
ム。
【請求項５】  前記物体の一部の体積領域（１６）から
の超音波情報は、位置決めセンサを用いる３Ｄフリーハ
ンド走査手法によって得られる、請求項１記載のシステ
ム。
【請求項６】  前記物体の一部の体積領域（１６）から
の超音波情報は、位置決めセンサを用いない３Ｄフリー
ハンド走査手法によって得られる、請求項１記載のシス
テム。
【請求項７】  前記ボリューム・レンダリング処理装置
（４６）は、前記レンダリング・ボックス（３０）内の
前記画像線又は平面の前記部分を実時間で投影する、請
求項１記載のシステム。
【請求項８】  更に、前記画像線又は平面を形成するた
めに走査変換する前に前記超音波情報を記憶するメモリ
を含んでいる請求項１記載のシステム。
【請求項９】  前記ボリューム・レンダリング処理装置
（４６）は表面テクスチャ及び最大透明度についてのア
ルゴリズムを用いる、請求項１記載のシステム。
【請求項１０】  前記ボリューム・レンダリング処理装
置（４６）は前記画像線又は平面について次の演算、す
なわち、表面テクスチャ、最大透明度、最小透明度、及
びグラディエント光レンダリングのうちの少なくとも１
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つを実行する、請求項１記載のシステム。
【請求項１１】  前記トランスデューサは次の取得モー
ド、すなわち、通常のグレースケール超音波検査法、２
Ｄ複合イメージング、カラー・ドップラー、スペクトル
・ドップラーを用いる二重超音波検査法のうちの少なく
とも１つで動作することができる、請求項１記載のシス
テム。
【請求項１２】  前記トランスデューサは組織の高調波
イメージング情報を受け取る、請求項１記載のシステ
ム。
【請求項１３】  前記トランスデューサはパルス反転高
調波イメージング情報を受け取る、請求項１記載のシス
テム。
【請求項１４】  医学診断用超音波システムで画像コン
トラスト増強のための２Ｄ画像表現を生成する方法であ
って、
物体の一部の体積領域（１６）から超音波情報を受け取
るステップと、
前記体積領域（１６）からの受け取った超音波情報から
形成される隣接する画像線又は平面を記憶するステップ
と、
前記隣接する画像線又は平面の一部分にオーバーラップ
していて、所与の厚さ（３２）を持つレンダリング・ボ
ックス（３０）を形成するステップと、
前記レンダリング・ボックス（３０）内の画像線又は平
面の部分を組み合わせて、コントラストを増強するボリ
ューム・レンダリング手法に基づいて２Ｄ画像上に投影
するために、前記レンダリング・ボックス（３０）をボ
リューム・レンダリングするステップと、を有する方
法。
【請求項１５】  超音波情報を受け取る前記ステップは
３Ｄトランスデューサによって行われる、請求項１４記
載の方法。
【請求項１６】  超音波情報を受け取る前記超音波トラ
ンスデューサは２Ｄマトリクス・アレイによって行われ
る、請求項１４記載の方法。
【請求項１７】  更に、ボクセル・データを導き出すた
めに近隣の超音波情報の位置を算出するボクセル相関手
法に基づいて前記画像線又は平面を作成するボリューム
走査変換を行うステップを含んでいる請求項１４記載の
方法。
【請求項１８】  前記物体の一部の体積領域（１６）か
らの超音波情報は、位置決めセンサを用いる３Ｄフリー
ハンド走査手法によって得られる、請求項１４記載の方
法。
【請求項１９】  前記物体の一部の体積領域（１６）か
らの超音波情報は、位置決めセンサを用いない３Ｄフリ
ーハンド走査手法によって得られる、請求項１４記載の
方法。
【請求項２０】  前記ボリューム・レンダリングするス
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テップは、前記レンダリング・ボックス（３０）内の前
記画像線又は平面の前記部分を実時間で投影する、請求
項１４記載の方法。
【請求項２１】  更に、前記画像線又は平面を形成する
ために走査変換する前に前記超音波情報を記憶するステ
ップを含んでいる請求項１４記載の方法。
【請求項２２】  前記ボリューム・レンダリングするス
テップは前記画像線又は平面について次の演算、すなわ
ち、表面テクスチャ、最大透明度、最小透明度、及びグ
ラディエント光レンダリングのうちの少なくとも１つを
実行する、請求項１４記載の方法。
【請求項２３】  超音波情報を受け取る前記ステップは
次の取得モード、すなわち、通常のグレースケール超音
波検査法、２Ｄ複合イメージング、カラー・ドップラ
ー、及びスペクトル・ドップラーを用いる二重超音波検
査法のうちの少なくとも１つを用いる、請求項１４記載
の方法。
【請求項２４】  超音波情報を受け取る前記ステップは
組織の高調波イメージング情報を受け取ることを含む、
請求項１４記載の方法。
【請求項２５】  超音波情報を受け取る前記ステップは
パルス反転高調波イメージング情報を受け取ることを含
む、請求項１４記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明の実施の形態は一般的
には超音波イメージングに関する。より具体的に述べる
と、本発明の様々な実施の形態は異なる空間位置におけ
る複数の２Ｄスライスから２Ｄ画像を作成するための装
置及び方法を対象とする。
【０００２】
【発明の背景】従来の２Ｄ超音波スキャナは、トランス
デューサを使用して超音波パルスを送信し且つ身体内部
の構造からのエコーを受信することによって２次元スラ
イスを生成する。トランスデューサが一つの位置に保持
されている間に、２Ｄ走査領域全体に亘って多数の点へ
パルスが発射される。走査領域は単一の平面内に形成さ
れ、且つ非常に薄い厚さを有する。エコー情報は、２Ｄ
画素より成る平面状画像として表示される。表示された
情報は、周波数、焦点範囲、並びに軸方向及び横方向分
解能のようなトランスデューサの固有の特性に依存す
る。トランスデューサの或る特定の特性（例えば、送信
周波数及び受信周波数）は変えることができるが、従来
の２Ｄ画像において組織のコントラストを改善すること
によって画像品質を改善することは依然として望ましい
ことである。従って、組織のコントラストを改善し続け
る超音波イメージング方法及び装置が必要とされてい
る。
【０００３】２つの従来のコントラスト増強方法は、フ
ィルタ処理と動的ウィンドウの利用とに関している。こ
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れらのフィルタ処理及びウィンドウ機能による方法は、
スペックル（斑点）が存在しているので、画像内の情報
量を低減することがある。従って、スペックルを低減す
ることによって組織のコントラストを改善する超音波イ
メージ方法及び装置が必要とされている。
【０００４】
【発明の概要】本発明の一実施形態によれば、コントラ
スト増強した２Ｄ画像を生成するための医学診断用超音
波システムを提供し、該システムは、物体の一部の体積
領域から超音波情報を受け取る超音波トランスデューサ
と、前記体積領域からの受け取った超音波情報から形成
される隣接する画像線又は平面を記憶するメモリと、前
記隣接する画像線又は平面の一部分にオーバーラップす
るレンダリング・ボックスの厚さを定義するレンダリン
グ・ボックス制御モジュールと、前記レンダリング・ボ
ックス内の画像線又は平面の部分を組み合わせて、コン
トラストを増強するボリューム・レンダリング手法に基
づいて２Ｄ画像上に投影するボリューム・レンダリング
処理装置とを有する。
【０００５】超音波トランスデューサは３Ｄトランスデ
ューサ又は２Ｄマトリクス・アレイとすることができ
る。本システムは更に、ボクセル・データを導き出すた
めに近隣の超音波情報の位置を算出する幾何学的情報に
基づいて画像線又は平面を作成するボリューム走査変換
器を含むことができる。ボリューム・レンダリング処理
装置は実時間でレンダリング・ボックス内の画像線又は
平面の部分を投影することができる。本システムは更に
画像線又は平面を形成するための走査変換を行う前の超
音波情報を記憶するメモリを含むことができる。ボリュ
ーム・レンダリング処理装置は表面テクスチャ及び最大
透明度についてのアルゴリズムを採用することができ
る。ボリューム・レンダリング処理装置は画像線又は平
面について次の演算、すなわち、表面テクスチャ、最大
透明度、最小透明度、及びグラディエント光レンダリン
グのうちの少なくとも１つを行うことができる。トラン
スデューサは次の取得モード、すなわち、通常のグレー
スケール超音波検査法、２Ｄ複合イメージング、カラー
・ドップラー、及びスペクトル・ドップラーを用いる二
重超音波検査法のうちの少なくとも１つで動作すること
ができる。トランスデューサは組織の高調波イメージン
グ情報を受け取ることができる。またトランスデューサ
はパルス反転高調波イメージング情報を受け取ることが
できる。
【０００６】本発明の別の実施形態によれば、医学診断
用超音波システムで画像コントラスト増強のための２Ｄ
画像表現を生成する方法を提供し、該方法は、物体の一
部の体積領域から超音波情報を受け取るステップと、前
記体積領域からの受け取った超音波情報から形成される
隣接する画像線又は平面を記憶するステップと、前記隣
接する画像線又は平面の一部分にオーバーラップするレ
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ンダリング・ボックスを形成するステップと、前記レン
ダリング・ボックス内の画像線又は平面の部分を組み合
わせて、コントラストを増強するボリューム・レンダリ
ング手法に基づいて２Ｄ画像上に投影するために、レン
ダリング・ボックスをボリューム・レンダリングするス
テップとを有する。
【０００７】超音波情報を受け取る前記ステップは３Ｄ
トランスデューサ又は２Ｄマトリクス・アレイによって
実行することができる。本方法は更に、ボクセル・デー
タを導き出すために近隣の超音波情報の位置を算出する
幾何学的情報に基づいて画像線又は平面を作成するボリ
ューム走査変換を行うステップを含むことができる。ボ
リューム・レンダリングする前記ステップは、実時間で
レンダリング・ボックス内の画像線又は平面の部分を投
影することができる。本方法は更に画像線又は平面を形
成するための走査変換を行う前の超音波情報を記憶する
ステップを含むことができる。ボリューム・レンダリン
グする前記ステップは、画像線又は平面について次の演
算、すなわち、表面テクスチャ、最大透明度、最小透明
度、及びグラディエント光レンダリングのうちの少なく
とも１つを行うことができる。超音波情報を受け取る前
記ステップは次の取得モード、すなわち、通常のグレー
スケール超音波検査法、２Ｄ複合イメージング、カラー
・ドップラー、及びスペクトル・ドップラーを用いる二
重超音波検査法のうちの少なくとも１つを用いることが
できる。超音波情報を受け取る前記ステップは、組織の
高調波イメージング情報を受け取ることを含むことがで
きる。また超音波情報を受け取る前記ステップはパルス
反転高調波イメージング情報を受け取ることを含むこと
ができる。
【０００８】
【発明の詳しい説明】上記の発明の概要、並びに以下の
本発明の好ましい実施形態の説明は、添付の図面を参照
することによりよりよく理解されよう。本発明の好まし
い実施形態を例示する目的で、図面には、現時点で好ま
しいと考えられる実施形態を示している。しかしなが
ら、本発明が添付の図面に示される配置構成及び手段に
制限されないことは勿論である。
【０００９】図１は本発明の一実施形態に従って形成さ
れた超音波システムを例示している。該システムは、送
信器１２及び受信器１４に接続されたプローブ１０を含
んでいる。プローブ１０は超音波パルスを送出し、そし
て被走査超音波ボリューム１６の内部の構造からのエコ
ーを受け取る。メモリ２０が、被走査超音波ボリューム
１６から導き出された受信器１４からの超音波データを
記憶する。ボリューム１６は様々な手法（例えば、３Ｄ
走査、実時間３Ｄイメージング、ボリューム走査、位置
決め用センサを持つトランスデューサを用いる２Ｄ走
査、ボクセル補正手法を用いたフリーハンド走査、２Ｄ
又はマトリクス・アレイ・トランスデューサなど）によ
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って得ることができる。
【００１０】トランスデューサ１０は線形又は弓形経路
に沿うように移動しながら、関心領域（ＲＯＩ）を走査
する。各々の線形又は弓形経路の位置で、トランスデュ
ーサ１０は走査平面１８を得る。走査平面１８は一群又
は一組の隣接した走査平面１８からのような、或る厚さ
で収集される。走査平面１８はメモリ２０に記憶され、
次いでボリューム走査変換器４２に送られる。実施形態
によっては、トランスデューサ１０は走査平面１８の代
わりに線を求めてもよく、またメモリ２０は走査平面１
８よりもむしろトランスデューサ１０によって得られた
線を記憶してもよい。ボリューム走査変換器４２は制御
入力４０からスライス厚さ設定値を受け取り、該制御入
力４０は走査平面１８から生成すべきスライスの厚さを
確認する。ボリューム走査変換器４２は複数の隣接する
走査平面１８から１つのデータ・スライスを生成する。
各データ・スライスを形成するために組み合わされる隣
接する走査平面１８の数は、スライス厚さ制御入力４０
によって選択された厚さに依存する。データ・スライス
はスライス・メモリ４４に記憶され、且つボリューム・
レンダリング処理装置４６によって呼び出される。ボリ
ューム・レンダリング処理装置４６はデータ・スライス
についてボリューム・レンダリングを実行する。ボリュ
ーム・レンダリング処理装置４６の出力はビデオ処理装
置５０及び表示装置６７へ送られる。
【００１１】各エコー信号サンプル（ボクセル）の位置
は幾何学的正確さ（すなわち、一ボクセルから隣接の次
のボクセルまでの距離）及び超音波応答（及び超音波応
答からの導き出された値）で定義される。適当な超音波
応答には、グレースケール値、カラー・フロー値、及び
血管又はパワー・ドップラー情報が含まれる。
【００１２】図２は、一実施形態に従って図１のシステ
ムによって取得される実時間４Ｄボリューム１６を示し
ている。ボリューム１６は扇形断面を含み、その半径方
向境界２２及び２４は角度２６で互いから離れる。プロ
ーブ１０は、各走査平面１８内の隣接する走査線に沿っ
て走査するために超音波発射を縦方向に電子的に集束し
且つ方向付けし、また且つ隣接する走査平面１８を走査
するために超音波発射を横方向に電子的又は機械的に集
束し且つ方向付けする。図１に示されるような、プロー
ブ１０によって得られる走査平面１８はメモリ２０に記
憶され、そしてボリューム走査変換器４２によって球面
座標からデカルト座標へ走査変換される。複数の走査平
面を含んでいるボリュームはボリューム走査変換器４２
から出力され、スライス・メモリ４４にレンダリング・
ボックス３０（図２）として記憶される。スライス・メ
モリ４４内のレンダリング・ボックス３０は複数の隣接
する画像平面３４から形成される。
【００１３】レンダリング・ボックス３０は、スライス
厚さ３２、幅３６及び高さ３８の寸法をオペレータによ
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って定義することができる。ボリューム走査変換器４２
は、所望の厚さのレンダリング・ボックス３０を形成す
るためにスライスの厚さパラメータを調節するようにス
ライス厚さ制御入力４０によって制御することができ
る。レンダリング・ボックス３０はボリューム・レンダ
リングする被走査ボリューム１６の部分を指定する。ボ
リューム・レンダリング処理装置４６はスライス・メモ
リ４４にアクセスして、レンダリング・ボックス３０の
厚さ３２に沿ってレンダリングを行う。
【００１４】動作中、予め定義されたほぼ一定の厚さを
持つ３Ｄスライス（これは、レンダリング・ボックス３
０とも称される）がスライス厚さ設定制御装置４０（図
１）によって取得されて、ボリューム走査変換器４２
（図１）で処理される。レンダリング・ボックス３０を
表すエコー・データはスライス・メモリ４４に記憶させ
ることができる。予め定義される厚さは典型的には２ｍ
ｍ～２０ｍｍであるが、２ｍｍより小さい厚さ又は２０
ｍｍより大きい厚さも用途や走査対象の領域の寸法によ
っては適切なこともある。スライス厚さ設定制御装置４
０は離散的な又は連続した厚さ設定値を持つ回転自在の
ノブを含んでいていよい。
【００１５】ボリューム・レンダリング処理装置４６は
レンダリング・ボックス３０を画像平面３４の画像部分
４８上へ投影する。ボリューム・レンダリング処理装置
４６内での処理に続いて、画像部分４８内の画素データ
をビデオ処理装置５０に通してから表示装置６７へ送る
ことができる。
【００１６】レンダリング・ボックス３０は任意の位置
に配置して、被走査ボリューム１６内で任意の方向に配
向することができる。状況によっては、走査している領
域の寸法に依存して、レンダリング・ボックス３０が被
走査ボリューム１６のうちの小部分のみになるようにす
ることが有利なことがある。
【００１７】一旦レンダリング・ボックス３０が被走査
ボリューム１６に対して配置されると、ボリューム・レ
ンダリング処理装置４６がレンダリング・ボックス３０
を通して投影演算を行って、隣接する画像平面３４内の
ボクセルを組み合わせる。隣接するボクセルは組み合わ
されて単一の２Ｄレンダリング後画像を形成する。組み
合わせるべきボクセルは所望のビュー及び投影角度によ
って決定される。例えば、レンダリング・ボックス３０
に対して直交方向のビューが望ましい場合は、レンダリ
ング処理は、画像平面３４に直角に且つ画像平面３４を
通って伸びる線又は射線に沿って配列されたボクセルを
組み合わせる。
【００１８】画像部分４８への投影方向が中央の画像平
面３４に対して直交方向であってよいが、必ずしも直交
方向である必要はない。例えば、走査角度２６が比較的
小さい場合、画像平面３４は互いに対して平行でなくて
もよく、又は画像平面３４が記憶される基準座標系に平
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行でなくとてもよい。従って、レンダリング・ボックス
３０が基準座標系に平行である場合、投影は画像平面３
４に対して角度を成して行うことができ、このような場
合、画像平面３４への投影方向は直交方向ではない。こ
の代わりに、レンダリング・ボックス３０は基準座標系
に対して角度を成すように定めてもよい。
【００１９】被走査ボリューム１６は、一定でない分解
能を持つ複数の走査線を含むことがある。一定でない分
解能の理由は、超音波エコー・ビームを受け取ったと
き、該エコー・ビームは或る特定の深さで焦点外れにな
り且つ他の深さで焦点が合う結果として厚さが変化する
ためである。一定でない分解能の誤差はスライス厚さ設
定制御装置４０における予め定義した一定の厚さによっ
て低減することができる。一般的に云えば、厚さを増大
させると、一定でない分解能の誤差が低減される。レン
ダリング・ボックス３０は必ずしも予め定義した一定の
厚さを持っている必要はない。
【００２０】ボリューム・レンダリング処理装置４６
は、一画像平面３４内の隣接する画素の間で平均化やメ
ジアン・フィルタ処理などの、幾つかの異なるフィルタ
処理アルゴリズムを実行することができる。本発明の幾
つかの実施形態に関連して用いられるボリューム・レン
ダリング・アルゴリズムは軟らかい組織のコントラスト
を増大させる（すなわち、組織の識別性を改善する）。
組織の識別性の程度は、選択された予め定義されたスラ
イス厚さ並びに走査する物体に依存する。典型的には、
スライスが厚くなると、コントラストは高くなる。
【００２１】隣接する画像平面３４を組み合わせるため
に本発明の或る特定の実施形態に従って使用されるボリ
ューム・レンダリング・アルゴリズムは以下の一般的な
種類、すなわち、最大強度投影と、最小強度投影と、フ
ァジイ・セグメント化をボクセル・テクスチャ情報、深
さ情報、グラディエント・シェーディングなどのいずれ
かと組み合わせて用いる表面レンダリングとを含む。様
々な特定のレンダリング・アルゴリズムが、カール・ハ
インツ・ホーネ、ヘンリイ・フックス、スティファン・
エム・ピツァーによって編纂された参考書「3D Imaging
 in Medicine;Algorithms, Systems, Applications」(N
ATO ASI Series,１９９０年春出版）に詳しく説明され
ており、これを引用によって本書に組み入れる。レンダ
リング・アルゴリズムの組合せをボリューム・レンダリ
ング処理装置４６において適用することができる。
【００２２】ボリューム・レンダリング・アルゴリズム
は比較的薄いスライス又は薄いレンダリング・ボックス
３０に作用して、組織のコントラストを改善することが
できる。比較的に小さい患者領域を撮像するときに、レ
ンダリング・ボックス３０を比較的厚くすると、情報の
損失が生じることがある。例えば、オペレータは情報の
損失を避けるために小さい腫瘍について比較的薄いレン
ダリング・ボックス３０を取ることができ、一方、大き
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9
な器官のコントラスト分解能を有意に改善するために腎
臓のような器官について比較的厚いレンダリング・ボッ
クス３０を取ることができる。ボリューム・レンダリン
グ・アルゴリズムを比較的薄いレンダリング・ボックス
３０に適用することにより、特に小さい被走査ボリュー
ム１６において、Ｂ画像のコントラストが改善される。
【００２３】一実施形態では、表面テクスチャ及び透明
最大レンダリング・モードの混合より成るレンダリング
・モードにより、関心領域の実時間表示が得られる。実
時間表示により医師は該領域の診断を行うとき一層融通
性が与えられる。レンダリング・モードが表面テクスチ
ャ及び透明最大レンダリング・モードの混合より成る場
合の代替の実施形態では、表示は実時間ではない。表面
テクスチャ及び透明最大レンダリング・モードの様々な
比率をレンダリング・ボックス３０について用いること
ができる。例えば、最終的な２Ｄ画像は表面テクスチャ
画像のグレー値の６０％と透明最大画像のグレー値の４
０％とで構成することができる。６０％／４０％以外の
比率も適しており、８０％／２０％、７５％／２５％及
び７０％／３０％の比率が含まれる。これら以外の比率
も適用することができる。表面テクスチャ及び透明最大
レンダリング・モードにより、スペックル・パターンが
少なくなり、且つ組織のコントラストが大幅に改善され
る（すなわち、信号／ノイズ比が改善される）。組織の
コントラストの改善により、器官内の散在する傷害を見
つけるのが容易になる。
【００２４】組織のコントラストを改善するために比較
的薄いレンダリング・ボックス３０についてボリューム
・レンダリング・アルゴリズムを用いる実施形態は、下
記の３Ｄ又は３Ｄ実時間（４Ｄ）取得モード、或いは下
記の３Ｄ又は３Ｄ実時間（４Ｄ）取得モードの組合せに
ついて用いることができる。これらのモードは、通常の
グレースケール超音波検査法、２Ｄ複合イメージング、
組織高調波イメージング、パルス反転高調波イメージン
グ、カラー・フロー・マッピング（ＣＦＭ）を用いる二
重超音波検査法、パワー・ドップラーを用いる二重超音
波検査法、又はスペクトル・ドップラーを用いる二重超
音波検査法である。
【００２５】表示装置６７上への３Ｄレンダリング・ボ
ックス３０の投影のため、本発明の別の実施形態では、
多面表示モードを使用して、実時間４Ｄ走査においてレ
ンダリングを実行する。多面表示モードを持つ表示装置
７０が図３に示されている。説明を容易にするため、表
示装置７０内の４つの全ての画像を略して描いてある。
多面表示モードにより、オペレータは、求めているＢ画
像７１（図３の左上）と、Ｂ画像７１に直交していて、
トランスデューサが移動する走査方向に見られる平面７
２と、平面７１及び７２と直交するコロナル平面７４
と、コントラストを増強するためにボリューム・レンダ
リングした画像７６とを見ることが出来るようになる。*
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*多面表示を備えた実時間４Ｄ走査は、記憶された静止３
Ｄボリュームのレンダリングと同様であるが、４Ｄ走査
中に適用される。レンダリング・ボックス３０の投影は
コロナル平面７４へ行われる。しかしながら、オペレー
タはレンダリング・ボックス３０を３つの平面７１、７
２又は７４のいずれへも投影させることができる。レン
ダリング・ボックス３０を投影させる平面（例えば、７
１、７２又は７４）を切り替えるためにオペレータによ
って大きいボリューム掃引角度２６を選ぶことができ
る。従って、毎秒当りのボリューム・レートが低くな
る。（胸部のような）動かない構造の場合、毎秒当りの
ボリューム・レートが低くなっても問題はない。
【００２６】２Ｄ表示装置６７上への３Ｄレンダリング
・ボックス３０の投影のため、本発明の更に別の実施形
態では、実時間４Ｄ走査におけるボリューム・レンダリ
ングを疑似２Ｄモードとして実行する。非常に小さいボ
リューム掃引角度２６を使用する。図４に示されるよう
に、分割画面７８を用いて、（ａ）ボリューム・レンダ
リングを行う平面８０上の典型的なＢ画像と、（ｂ）本
発明の一実施形態に従ってボリューム・レンダリングさ
れた画像８２とを示すことができる。画像８０及び８２
は略して示されている。ボリューム掃引角度２６が小さ
いので、ボリューム・レート（毎秒当りの表示される画
像数又はフレーム・レート）は高い。
【００２７】表示装置６７上へレンダリング・ボックス
３０を投影するため、本発明の幾つかの実施形態では、
記憶された静止３Ｄボリュームについてレンダリングを
実行する。この処理は図２に示した処理と同様であり、
図２に示した実時間４Ｄボリューム・レンダリング画像
の実施形態に関連して説明する。先ず、オペレータによ
り、投影を行う平面として所望の平面を選択する。次い
で、オペレータにより、適当な厚さを選択する。これら
の２つのステップ後に、レンダリング・ボックス３０が
生成されており、このレンダリング・ボックス３０は記
憶されたボリューム内で自由に動かすことができる。
【００２８】本発明の好ましい実施形態について説明し
たが、発明の範囲から逸脱することなく種々の変更を行
うことができると共に等価物と置換できることが当業者
には理解されよう。更に、発明の範囲から逸脱すること
なく特定の状況又は材料を発明の教示に適合させるよう
に多くの修正をなすことができる。従って、本発明は開
示した特定の実施形態に限定されるのではなく、本発明
は特許請求の範囲内にある全ての実施形態を含むものと
する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に従って形成された装置の
ブロック線図である。
【図２】本発明の一実施形態に従って形成されたレンダ
リング・ボックスの等角投影図である。
【図３】本発明の一実施形態に従ったボリューム・レン
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ダリング・イメージングの実施形態の例を表示する超音
波表示の概略図である。
【図４】本発明の一実施形態に従った分割画面表示を例
示する線図である。
【符号の説明】
１０  プローブ
１６  超音波被走査ボリューム
１８  走査平面
２２、２４  半径方向境界
２６  ボリューム掃引角度
３０  レンダリング・ボックス
３２  スライス厚さ *
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*３４  画像平面
３６  幅
３８  高さ
４８  画像部分
７０  表示装置
７１  Ｂ画像
７２  平面
７４  コロナル平面
７６  画像
７８  分割画面
８０  Ｂ画像
８２  画像

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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摘要(译)

一种用于获得2D超声图像的方法和系统。 该方法包括以下步骤：从对象
的一部分的体积区域（16）接收超声信息，以及进行体积扫描，将来自
该体积区域的超声信息转换为处理渲染盒（30）。 然后对渲染框进行体
积渲染，以使用体积渲染技术将渲染框（30）投影到2D切片上。 该系统
是超声波换能器，其从物体的一部分的体积区域（16）接收超声信息，
体积扫描转换器（42）处理从该体积区域获得的渲染盒（30）， 体积绘
制处理设备（46），用于使用体积绘制方法将绘制框（30）投影到2D切
片上以增强对比度。
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